
これまでウイルスの細胞変性効果（CPE）の評価は、プラークアッセイ法やTCID50法
で行われてきました。しかし、これらの方法は、１）測定ウェル数が多く膨大な手間と
時間がかかる、２）経時的な変化を捉えられない、３）プラークのカウントが主観的に
なる、４）細胞溶解を引き起こさないウイルスと細胞の組み合わせを測定できない、と
いう課題がありました。

xCELLigence システムでは、電気抵抗値を測定することにより、ウイルスの細胞変性
効果を、「少ない労力で」「客観的に」しかも「96ウェルプレートでハイスループッ
トに」測定していただけます。

⚫ 従来の方法（プラークアッセイ等）の手間と時間を大幅に削減できます。

⚫ アガロース（寒天培地）の重層は不要です。

⚫ 電気抵抗値の測定により客観的なデータを得ることができます。

⚫ 細胞溶解だけでなく形態変化（細胞融合、円形化など）も測定できます。

本システムのメリット

測定機のラインナップ

手間を減らして、さらに時間依存的細胞変性効果を測定

異なる濃度（異なるMOI）のウイルスのCPEを自動で連続的に測定
チングニアウイルス＋Vero細胞 （データ引用：参考文献４）
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No more plaque assays

プラークアッセイの手間と時間を減らして

客観的なデータを簡単に！
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データ例

“The xCELLigence assay can provide additional data when compared to classical methods. The system allowed 
dense real-time data collection over several days, combined with low operative effort, and avoided the danger of 
potentially missing significant events as may happen in end-point assays. In summary, the presented xCELLigence-
based methods outmatch end-point assays by observing the cell population throughout the entire experiment 
while workload and time to result are reduced.” （Biochem Biophys Res Commun. 2010 Oct 8;401(1):37-41. より）

単純ヘルペスウイルス（HSV-1）をVero細胞に感染さ
せ、異なる濃度の抗ウイルス薬（Acyclovir）の抗ウイ
ルス活性を測定しました。

1x104個のVero細胞をE-Plateに播種し48時間後に
HSV-1を感染させました。90時間後に培養上清を除去
し、PBSでウォッシュ後に異なる濃度のAcyclovirを加
えました。

Acyclovirの用量依存的な抗ウイルス活性が測定されて
います。ウイルス感染3日後（120時間時点）のEC50を
プラークアッセイと比較したところ、プラークアッセイ
と同等の数値が得られています（Data not shown）

（データ引用：参考文献２）
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